








要約:第 1 年次においては、病弱教育制度の変遷、教育対象者の変遷、病弱教育の課題を

取り上げてきた。病弱教育の課題としては、病弱教育対象者の把握、病弱者に対する教育

の保障及び病弱教育機関の整備を取り上げてきた。これらの課題のうち、病弱教育の充実

を図る前提となるのは、病弱教育対象者の把握である。病弱養護学校教育の対象者として、

従来は、6 ヵ月以上の医療又は生活規制を必要とする者とされてきたが、その実態は明ら

かになっていない。一方において、最近の医療における入院患者の入院期間は、おおむね

3 ヵ月未満となっており、1 ヵ月前後が最も多いようである。これらのことから、本年度

においては、30 日以上の長期欠席児童生徒の実数、病類等を明らかにし、これからの病

弱教育の充実に当たっての医療面と教育面における基礎資料を整備する。


